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 推進ニュース9号(9/18付)でも報じたように、9月15日「私学助成をすすめる岩手の会」が県知事宛ハガキを県のふるさと振興部長へ提出

しました。5校のPTA役員が取り囲む中、過去最高の1万8,001枚のハガキが積まれ、ふるさと振興部長も居住まいを正す提出行動となりま

した。 

 

 毎年この時期に開催す

る「知事宛ハガキ」提出行

動。今年も、盛岡誠桜、専

大北上、水沢一高、一関修

紅、一関学院の 5 校の

PTA役員7人を含め18

人が参加しました。 

 アポイントを取る際、

「コロナ対策」を理由に参

加者減と時間縮小を県は

要求してきました。これに

対し、すすめる会事務局は、

県庁裏で100人が入る公

共施設をすぐさま自ら確

保し、「会場は準備するか

ら部長をはじめ来て欲し

い」と再要請。これに県も

圧倒され、「すすめる会の

みなさんの熱意は理解し

ました」と県庁内に会場が

準備され、例年どおりの要

請行動とさせました。 

 要請では、県独自上乗せ

が年収620万未満までの

狭さを指摘し、拡充を求め

ました。また、参加者から

は「コロナ禍で保護者の収

入が減っている」「教室へ

のエアコン設置補助を。」

「せめて750万円程度ま

で拡充を。」など、生の声

が届けられました。 

 この発言を受け、県当局

は「(県単補助が)620 万

円で切っているのはいか

がなものか、という要望は

改めて承りたいし、改めて

検討したい。」「冷房は必要

だと思っており、国へ要望

している。」と、父母を前

にして回答しました。 

 

 この要請から3日後の9月18日。「岩手県ふるさと振興部学事振興課総括課長」名で「私立学校施設に係る空調（冷房）設備設置予定状況調

査について（紹介）」の文書が、県内全私学へ発信されました。今回の要請が県を動かしたことは間違いありません。 
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